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【 学 力 向 上 フ ロ ン テ ィ ア ス ク ー ル 用 中 間 報 告 書 様 式 】 （ 中 学 校 用 ）

都 道 府 県 名 三 重 県

Ⅰ 学 校 の 概 要 (平 成 １ ５ 年 ４ 月 現 在 ）

学 校 名 一 志 郡 一 志 町 立 一 志 中 学 校

学 年 １ 年 ２ 年 ３ 年 特 殊 学 級 計 教 員 数

学 級 数 ４ ４ ４ ２ １ ４
３ ７

生 徒 数 １ ５ ２ １ ５ ７ １ ５ １ ２ ４ ６ ２

Ⅱ 研 究 の 概 要
１ 研 究 主 題

基 礎 ・ 基 本 の 着 実 な 定 着 を 図 る 学 習 指 導 の 工 夫

２ 研 究 内 容 と 方 法
(1) 実 施 学 年 ・ 教 科

１ 年 英 語 (少 人 数 指 導 に よ っ て 、 ス タ ー ト の 時 点 で 基 礎 基 本 か ら き め 細 か く 指
導 す る こ と で 興 味 関 心 を 高 め る た め 。 ま た 「 聞 く ・ 話 す 」 に 重 点 を
お く た め ）

１ 年 国 語 （ 少 人 数 指 導 に よ っ て 、 発 言 回 数 や 発 表 時 間 を 増 や し 「 話 す 」 に 重
点 を お く た め 。 ま た 「 言 語 」 に つ い て の 指 導 を き め 細 か に 行 う た
め ）

２ 年 数 学 （ 低 学 力 の 生 徒 が 多 く 、 少 人 数 指 導 に よ っ て き め 細 か に 指 導 す る た
め ）

２ ， ３ 年 社 会 （ 少 人 数 指 導 に よ っ て 発 言 回 数 を 増 や す た め 。 ま た 、 小 グ ル ー
プ 学 習 を す る こ と に よ っ て 学 習 効 果 が あ が る 内 容 が 含 ま れ て お り 、
き め 細 か に 指 導 す る た め 。 ）

３ 年 理 科 （ Ｔ ・ Ｔ 指 導 に よ っ て 実 験 時 に 操 作 の 効 率 化 、 安 全 確 保 を は か る た
め 。 ま た 、 巡 回 し な が ら き め 細 か な ア ド バ イ ス や 、 質 問 ・ 疑 問 に き
め 細 か に 応 じ て 厚 み の あ る 指 導 を す る た め 。 ）

全 学 級 英 語 （ Ａ Ｌ Ｔ と の 授 業 を 行 う こ と に よ っ て コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力
を 高 め る た め ）

２ 年 ・ ３ 年 の 選 択 科 目 （ 効 果 的 な 指 導 、 習 熟 度 に 応 じ た 指 導 を す る た め ）

(2) 年 次 ご と の 計 画

○ テ ー マ 基 礎 ・ 基 本 の 着 実 な 定 着 を 図 る 学 習 指 導 の 工 夫
○ 研 究 の 見 通 し （ 仮 説 ）

生 徒 の 基 礎 ・ 基 本 の 学 力 を 把 握 し 、 実 態 に 応 じ た 指 導 の 工 夫 、 改 善 を 図 る
こ と に よ っ て 、 生 徒 一 人 ひ と り の 確 か な 学 力 が 定 着 す る で あ ろ う 。

15 ○ 研 究 内 容 ・ 方 法
（ １ ） 指 導 体 制 の 工 夫

① １ 年 英 語 ・ 国 語 で 少 人 数 指 導 を 行 う 。
② ２ 年 数 学 ・ 社 会 で 少 人 数 指 導 を 行 う 。 数 学 は 流 動 的 学 習 グ ル ー プ で
の 指 導 を 行 う 。

年 ③ ３ 年 社 会 で 少 人 数 指 導 を 行 う 。
④ ３ 年 理 科 で Ｔ ・ Ｔ 指 導 を 行 う 。
⑤ 全 学 級 英 語 で Ａ Ｌ Ｔ と の 授 業 を 行 う 。

① ～ ⑤ の 指 導 を 中 心 に 効 果 的 な 指 導 方 法 や コ ー ス 設 定 、 ク ラ ス 編 制 に つ い
て 研 究 す る 。

（ ２ ） ２ 年 ・ ３ 年 の 選 択 科 目 で 効 果 的 な 指 導 方 法 や 習 熟 度 に 応 じ た 教 材 の 開 発
度 を 行 う 。

（ ３ ） 校 内 研 修 会 で の 公 開 授 業 研 究 （ 少 人 数 、 Ｔ ・ Ｔ ）
（ ４ ） 講 師 要 請 訪 問 に よ る 研 究 内 容 ・ 方 法 に つ い て の 研 修
（ ５ ） 一 志 タ イ ム 、 勉 強 会 に よ る 補 充 学 習 に つ い て の 指 導 工 夫
（ ６ ） 夜 の 中 学 生 学 習 会 に よ る 補 充 学 習
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○ テ ー マ 基 礎 ・ 基 本 の 着 実 な 定 着 を 図 る 学 習 指 導 の 工 夫
○ 研 究 の 見 通 し （ 仮 説 ）

学 習 内 容 を 考 慮 し て 、 学 習 集 団 や 学 習 形 態 を 工 夫 す る こ と で 学 習 効
16 果 が あ が る 。 生 徒 の 実 態 に 応 じ た 指 導 の 工 夫 、 改 善 を 図 る こ と で 、 生

徒 一 人 ひ と り の 確 か な 学 力 が 定 着 す る で あ ろ う 。
（ １ ） 指 導 体 制 の 工 夫

① 少 人 数 指 導 を 行 う 。
② 流 動 的 学 習 グ ル ー プ で の 指 導 を 行 う 。

年 ③ Ｔ ・ Ｔ 指 導 を 行 う 。
④ 全 学 級 英 語 で Ａ Ｌ Ｔ と の 授 業 を 行 う 。

① ～ ④ の 指 導 を 中 心 に 効 果 的 な 指 導 方 法 や コ ー ス 設 定 、 ク ラ ス 編 制 に つ い
て 研 究 す る 。

（ ２ ） ２ 年 ・ ３ 年 の 選 択 科 目 で 効 果 的 な 指 導 方 法 や 習 熟 度 に 応 じ た 教 材 の 開 発
度 を 行 う 。

（ ３ ） 校 内 研 修 会 で の 公 開 授 業 研 究 （ 少 人 数 、 Ｔ ・ Ｔ ）
（ ４ ） 講 師 要 請 訪 問 に よ る 研 究 内 容 ・ 方 法 に つ い て の 研 修
（ ５ ） 地 域 の 人 材 の 活 用
（ ６ ） 一 志 タ イ ム 、 勉 強 会 に よ る 補 充 学 習 に つ い て の 指 導 工 夫
（ ７ ） 夜 の 中 学 生 学 習 会 に よ る 補 充 学 習

(3)研 究 推 進 体 制

学 校 長

教 頭

校 内 研 修 学 力 向 上 フ ロ ン テ ィ ア 推 進 委 員 会

フ ロ ン テ ィ ア 研 究 全 体 研 修 会
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※ 各 部 の 研 究 内 容 と 中 心 メ ン バ ー に つ い て （ Ｈ １ ５ 年 度 ）

内 容 メ ン バ ー

学 力 向 上 フ ロ ン テ 企 画 ・ 立 案 ・ 運 営 学 校 長 ・ 教 頭 ・ 山 崎
ィ ア 推 進 委 員 会 服 部 ｺ・ 坂 本 ﾅ

服 部 ﾄ・ 川 原 田

一 志 タ イ ム ・ 一 志 タ イ ム 、 長 期 休 業 中 の 勉 強 会 、 服 部 ｺ・ 中 井 ・ 辻 田
勉 強 会 運 営 部 質 問 会 な ど の 企 画 ・ 運 営

学 力 向 上 の た め の ・ 基 礎 ・ 基 本 を 定 着 さ せ る た め の 実 践 少 人 数 、 T･T担 当
授 業 研 究 部 研 究 服 部 ﾄ

・ 中 間 報 告 お よ び ま と め 、 報 告 書 の た
め の 資 料 ま と め 選 択 教 科 担 当

坂 本 ﾅ

調 査 部 ・ 学 力 実 態 調 査 、 分 析 服 部 ｺ・ 坂 本 ﾉ・ 米 川
・ 生 徒 の 意 識 調 査 、 分 析
・ 研 究 段 階 で の 学 力 ・ 意 識 調 査 、 分 析
・ 保 護 者 に 対 す る 実 践 調 査 、 分 析
・ 中 間 報 告 お よ び ま と め 、 報 告 書 の た
め の 資 料 ま と め

広 報 部 ・ 写 真 、 ビ デ オ な ど の 記 録 今 村 ・ 中 谷 ・ 中 林
・ 中 間 報 告 お よ び ま と め 、 報 告 書 の た
め の 資 料 ま と め

会 計 ・ 事 務 部 ・ 出 納 の 記 録 教 頭 ・ 柘 植 （ 三 浦 ）
・ 経 費 に 関 す る 報 告 書 作 成 と 県 へ の 報
告

・ 経 費 の 証 拠 書 類 の 整 理 と 保 存

Ⅲ 平 成 15年 度 の 研 究 の 成 果 お よ び 今 後 の 課 題
１ 研 究 の 成 果

（ ア ） よ り い っ そ う き め 細 か く 指 導 で き る よ う に な っ た 。
（ イ ） 音 読 に よ り 確 実 に 隅 々 ま で 教 科 書 を 読 む こ と に な り 、 授 業 に 参 加 す る

場 と な っ た 。
（ ウ ） ワ ー ク ・ ノ ー ト を 活 用 す る 機 会 が 増 え た 。
(エ ) わ か ら な い と こ ろ 、 疑 問 点 を 質 問 し や す く な っ た 。
(オ ) グ ル ー プ 学 習 で 、 仲 間 と 教 え 合 い が で き 、 学 習 が 進 ん で 、 教 え あ う こ
と で 理 解 が 深 ま っ た 。

(カ ） 宿 題 の 確 認 が 少 人 数 で は 時 間 内 に き め 細 か く で き 、 間 違 い な ど も そ の
場 で 一 人 ひ と り に 直 接 指 導 で き て 効 果 的 で あ る 。

（ キ ） 自 学 ・ グ ル ー プ 学 習 を 通 し て 、 教 師 に よ る 個 別 の 支 援 が よ り 充 実 で き
た 。

（ ク ） 生 徒 の 発 表 ・ 会 話 の 機 会 が 増 え た 。
（ ケ ） ア ン ケ ー ト の 結 果 か ら 、 お よ そ ８ ０ パ ー セ ン ト の 生 徒 ・ 保 護 者 が 少 人

数 学 習 に つ い て ｢良 い ｣と 答 え て い る 。 と く に 生 徒 か ら は 落 ち 着 い て 取 り
組 め る 、 発 表 や 質 問 が し や す い と い う 声 が 出 て い る 。
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２ 今 後 の 課 題

（ ア ） 少 人 数 学 習 の 継 続 ・ 拡 張 ・ ・ ・ 教 員 確 保 と 活 動 場 所 の 検 討 。
（ イ ） 習 熟 度 別 指 導 の 実 施 ・ ・ ・ 生 徒 ・ 保 護 者 へ の 丁 寧 な ガ イ ダ ン ス を 行 い

理 解 を 得 る こ と 。
（ ウ ） 「 学 力 」 の と ら え と 学 習 指 導 の 工 夫 ・ ・ ・ 教 職 員 全 体 が 、 相 互 に 授 業

を 見 合 っ て 研 究 討 議 し 、 指 導 の 工 夫 ・ 改 善 を 積 み 重 ね る こ と 。
（ エ ） 生 徒 の 学 力 の 把 握 ・ ・ ・ 客 観 的 に は か る 方 法 。

Ⅳ 学 力 把 握 の た め の 学 校 と し て の 取 り 組 み

○ 定 期 テ ス ト (既 習 事 項 の 確 認 、 定 着 、 年 5回 、 全 学 年 ）
○ 学 力 調 査 の 実 施 （ 実 態 把 握 の た め 、 1回 、 第 ２ 学 年 ）

Ⅴ フ ロ ン テ ィ ア ス ク ー ル と し て の 研 究 成 果 の 普 及

○ 実 践 発 表 会 (日 時 未 定 )
○ 保 護 者 へ の 説 明 （ Ｐ Ｔ Ａ 総 会 ）

【 新 規 校 ・ 継 続 校 】 １ ５ 年 度 か ら の 新 規 校
【 学 校 規 模 】 １ ３ ～ １ ５ 学 級
【 指 導 体 制 】 少 人 数 、 Ｔ ・ Ｔ に よ る 指 導
【 研 究 教 科 】 国 語 、 社 会 、 数 学 、 理 科
【 指 導 方 法 の 工 夫 改 善 に 関 わ る 加 配 の 有 無 】 有
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